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＜連絡事項＞
・明日、南山苑の訪問調査予定としていたが、22日14:00へ変更となっている。(荒屋敷ゆみ様、中村隆様、沼澤清子様)
・Bユニット洗濯場手前のトイレつまりあり、修理依頼している。ポリマーが多量に詰まり、更に使用患者様がいた為、多量にトイレ内の水が流れ出ていた状態です。
・電カルの勤務者入力（病棟業務）は、深夜スタッフは行い、欠勤などの変更は日勤帯で入力してください。
・発注もれがある為、物品補充は２Fから行って、余った分を１Fへ。引き続き、深夜１Fスタッフが発注することとしていく。
・エアコン使用時は窓を閉めてください。
＜患者様連絡事項＞
・澤村　幸次郎様～本日、南山苑へ退院となっている。
・栃木春子様～食事形態変更の希望が本人様よりあり、主治医から許可となった為、今夕より全粥・極キザミおかずトロミ、汁トロミ、ハーフエプリッチへ変更。
・村山　京子様～東病棟Cユニットより、南病棟Dユニット208号室へ転入となっている。

・荒屋敷　ゆみ様～右肩痛訴えありますが、腫脹・熱感や外傷なく、可動域に問題ない為そのまま様子見ています。弟様へ転倒とユニット移動の件を伝える為電話していますが、繋がらない状態です。折り返しの連絡もないです。
・本堂　秀夫様～尿検査で異常値あり主治医へ報告、経過観察の指示あります。
・松橋　トキ様～尿検査で異常値あり主治医へ報告、経過観察の指示あります。
・黒沢　キミ様～尿検査で異常値あり主治医へ報告、経過観察の指示あります。

・工藤　蓉子様～17日吸引施行している為、当直医より事後入力頂いています。
・三上　ミヨ様～朝食時覚醒状態悪く、食事不食、服薬内服できていないこと主治医へ報告。現在処方されている朝夕のオランザピン中止の指示あり。
・菅野　勝利様～昨日より頭痛・咽頭痛・咳嗽があると訴えあり主治医へ報告、葛根湯が今夕から5日分処方となっている。
・堤　ヨシヱ様～義歯を本人管理にし、ポリデントの数を確認しながら渡すこととする。本人管理が出来ていないようであれば、再度検討していく。
＜要注目患者様＞
・矢崎　清三様～バイタルサインの異常はなし。酸素飽和度93％で経過。食事は各食1/2摂取している。
・向谷地照夫様～明日退院予定。バイタルサイン異常なく、適宜、吸引実施し、酸素飽和濃度96％で経過。
・高嶋　鉄男様～指示動作が理解出来ず、オムツ外し・脱衣行為等見られ、多動。
・小舘　アツ子様～訴えや過干渉見られず。血圧高値で経過。
・内田　勇三様～歩行安定し、歩行器使用を忘れている。尿失禁見られ、そのまま入床した為、介入にて全身更衣・シーツ交換行っている。食事は各食全量摂取。
・宮崎　榮子様～確認行為頻回も、スタッフ対応にて落ち着かれている。
・佐々木マツ子様～イライラの訴えあり、都度、傾聴や体操を促すなどで過ごす事できている。
・三上　ミヨ様～10:00体温36.1℃。朝食時覚醒状態悪いが、昼食前には徐々に覚醒し、昼食1/4補食全量摂取し、服薬も出来ている。
・荒屋敷　ゆみ様～今朝6:30ベッドより転落。リハビリパンツをトイレに流すなどの行為も目立つ為、２Fへ移動となっている。家族へ連絡中。
・工藤　蓉子様～昼食には、自分の食事を他者へ食べさせようとする事あり、介入要している。あつし様本日面会に来られていますが、チータラ摂取しておりむせ込み見られている為吸引施行。妹様吸引について「やめて下さい。」とはなされておりスタッフから必要性説明している。また次回よりゼリーにして頂く事としています。
・濱登　せつ子様～昨日、幻聴の訴えあるも、本日は訴えなし。
＜田名部Dｒ診察＞
・松村　博美様～コントミン→バレリンへ変更、他同内容で7日分処方。
・瀧又　富造様～夕食後のコントミン→クエチアピンへ変更、他同内容で7日分処方。
・高嶋　鉄男様～就床前薬にクエチアピン追加、ドネペジル塩酸塩オフ、朝・夕のクエチアピンとトリへキシフェニジル塩酸塩がエクセグラン錠へ変更となり、他同内容で7日分処方。
・中居　伊佐男様～臨時薬同内容で7日分処方。
・佐々木　マツ子様～リスペリドン→クエチアピンへ変更となり、他同内容で7日分処方。
・石黒　理一郎様～センナリド1T→2Tへ変更となり、他同内容で7日分処方。
・濱登　せつ子様～アミトリプチリン塩酸塩錠オフ、他同内容で7日分処方。
・大澤　廣子様～アミトリプチリン塩酸塩錠オフ、他同内容で7日分処方。
＜ユニット移動＞
・荒屋敷　　ゆみ様：B103号室→D208号室(電子カルテ上B103号室)

＜部屋移動＞
・山本　幸江様：D208号室→C202号室(電子カルテ上A118号室)

・澁谷　幸子様：D208号室→C206号室
・栃木　春子様：D206号室→C205号室(電子カルテ上A124号室)

＜転入患者様情報＞
村山　京子様　(85)
病名：中等度アルツハイマー型認知症
身体合併症：統合失調症・不眠症・便秘症・甲状腺機能低下症・高血圧症

主治医：馬渡Dｒ
問題行動：帰宅要求・物品収集
（経過）

現在独居生活中。 
H25年頃、おっとも脳神経クリニックにて脳の検査を実施し、「90歳までは認知症になることはない」と医師より説明を受けたことから、本人はそれを自慢に思っていた。

H27年頃、夫や子もいないことから老後のことを考え、甥を任意後見人として選任。

H28年夏、彼岸用の生花を買いに行った際間違えて造花を購入したが、その後購入店へ出向き「店員が間違った花を売った」と話す出来事があった。

H29年頃より何度も同じ話をするようになり、冷蔵庫に入っている食品を腐らせることや、普段乗っているバス停を間違え、違うバスに乗る事が数回あった。時期は不詳であるが、民生委員や、高齢者支援センター修光園が、独居である本人の見守りや介入を行っていた。また、地域の高齢者が集うお茶飲みへ参加していた。

H30年夏頃より物忘れが頻回となり、薬の飲み忘れや管理が曖昧となっていたため同年7月、修光園職員がDASK-21を行った結果、29点であった。その後、センター職員の勧めにより八戸市で行っている能力アップ教室の利用を開始する予定であり本人も乗り気であったが、利用開始3日前に本人より突然キャンセルの連絡があり、利用に至らなかった。本人は1人で何でもできるという気持ちが強く、他者を家にあげることを嫌ったが、甥が自宅を訪問した際には鍋を焦がした跡やキッチンも汚れ、自宅内は物で溢れ乱雑となっていた。同年9月、甥と修光園職員が協議し、かかりつけ医である生協診療所へ相談。認知症専門医への受診を勧められ当センターへ連絡があった。
退院先：施設
小遣い：5000円/月　買い物カードなし
食事：常食　自立

義歯：なし
排泄：自立（失禁なし）
歩行：跛行あり、長距離は難しい。
洗濯：ＬＴセットＢプラン
介護度：要介護１
7/20午後、弟の妻様が書類記入の為、来院予定。

